
   新宿区立津久戸小学校 地域協働学校         平成 28 年 5 月 26 日 

  運 営 協 議 会 だ よ り               第２号 

                           代表 中井 啓之   校長 八田 瑞穂 

 

第 2 回地域協働学校運営委員会が開催されましたので、議事の概要をご報告します。 

■ 日 時  平成 28 年 5 月 19 日（木）15 時 30 分～16 時 30 分 

■ 場 所  津久戸小学校 会議室 

■ 司 会  運営委員会副代表 川端 喜美 

 

1．川端副代表挨拶 

  本日は中井代表がご欠席のため進行役を務めさせていただきます。どうぞよろしくお願い致します。 

2．校長挨拶 

 4 月より引き続き通学路・白銀公園の見守りを行っていただき大変にありがとうございます。 

学校では現在運動会に向けて生徒たちは一生懸命練習に取り組んでおります。また教職員も年間目標を決め、 

管理職による授業観察・評価を行うなど授業力の向上に努めております。 

 また、まなびの教室や放課後学習支援も始まり、支援を必要とするお子様に合ったやり方で学習できるような 

体制づくりをしております。地域協働学校として、学校としても思案を重ね様々な取り組みを行っていきたいと

思いますので、今後ともどうぞよろしくお願い致します。 

 なお、10 月中旬から 3月中旬にかけて校庭を人工芝に改修する工事が行われることになりました。また詳細が

決まりましたらご報告させていただきます。 

3．情報・意見交換 

①白銀見守り隊より 

  ・午後 3時から見守りを行っているが、就学前のお子さん連れも多く遊びに来ており、保護者の方々からご挨

拶いただくようになった。徐々に活動が浸透してきているのだと感じた。 

・公園内喫煙所に関しては前回もお話したが、午後 3時～3 時半に利用される方が多いように見受けられる。

風向きによってはむせるほどの煙で、やはり改善が必要と思われる。区の担当者とお話しする機会があり伺

ってみたところ現状は把握されているようだが、これまでの経緯と近隣に喫煙所がない等の理由で廃止する

のは難しいとの返答であった。 

 ②通学路見守り隊より 

・児童たちにも落ち着きがでてきており、交通ルールはほぼ守られていると感じる。 

・途中で忘れ物に気づき取りに帰った子がいた。家には戻らずそのまま学校に行った方が良いと思ったが、低

学年だったのでそのように言うとかえって困ってしまうかと思い対応に戸惑った。 

高学年には忘れものは取りに帰ってはいけない、ということが浸透しているようだが、低学年にも再度学校

からお話いただけるとよいかと思う。→学校で再度徹底。 

  ・現状可能な時は自主的に新小川の信号の見守りも行っているが、こちらも見守り場所として担当をおいた方 

がよいのではないか？ 

理由としては、大人の歩行者の斜め横断や信号無視が多く、子ども達もそれを真似することが懸念される 

からである。 

③ＰＴＡより 

  ・5 月 7 日（土）牛込消防署において応急救護講座を開催。津久戸小児童の保護者でもある金子直之先生を講

師として、実技やお話を通して色々と大切なことを教えていただいた。地域協働学校運営委員の方もご参加

くださり、全参加者とても熱心で有意義な講習となった。 

  ・鹿沼市青年会議所からの交流事業案については、まずはお互い学校の授業内でそれぞれの学校紹介をしたり、 

   これまでの歴史を学ぶなど生徒たちの中での土台を作り、相互理解を深めてからの方がより有意義な事業とな 

るのではないか？と回答した。先方も承知した。 

    ・津久戸小ＰＴＡで発行している広報誌（いいぎり）に地域協働学校の紹介を掲載してはどうか？ 

→原案を臨席の委員が確認。今後委員の方々の意見を反映・修正したものを掲載することとなった。また、

地域内で配布先を拡大していく方向。次回までに配布可能数をまとめる予定。 

  ・朝元気について 

   昨年度は毎週水曜日（長期休みを除く）ＰＴＡの見守りにより実施されていた。今年度は地域の方々のご協



力により、加えて金曜日もご実施する方向。金曜日の見守りは地域の中からメンバーを募り行う。現在地域

からは 4 名メンバーが決まっており、今後も様々声掛けを行いメンバーを募っていきたい。 

④学校より 

 ・通学路や公園の見守りについて、現状実施終了期限が決まっているが、今後色々状況も変化することも考え

られ、折に触れ児童たちを見守っていただき、気づいたことがあれば是非学校に情報を入れていただきたい。 

  できれば引き続き見守りを活動内容として検討していただけるとありがたい。                    

 ・特に低学年の児童は朝元気の時間をとても楽しみにしているので、皆さまのご協力をどうぞよろしくお願い

します。         

・来年度より通学路に防犯カメラを設置することとなった。台数は 5～7 機の予定。今後候補地を検討し区に

申請する。防犯という観点から設置場所として適切な場所など、地域の皆さまからの情報を是非お聞かせい

ただきたい。 

  ・本年度は学校関係者評価が行われる年で、皆さまは評価委員でもあります。6月 23 日～25 日は学校公開が実

施され、道徳授業地区公開講座や避難所開設訓練も行われます。またこの期間に限らずとも、是非児童たち

の様子を見に学校に足をお運びいただければ、と思います。 

  ・平素から見守りなど、ボランティアで様々ご協力いただいている皆さまの顔合わせの機会も必要かと考えて

いる。 

 ⑤委員の皆さまより 

  ・「エコ・ファースト推進協議会」主催の【エコとわざ】コンクールというものがあります。環境学習の一環と

して津久戸小の生徒さんにも楽しみながら応募していただけたら、と思います。 

    →応募要項等記載のチラシを学校より配布 

  ・地域交流館では近日地域懇談会を開催する予定。学校やＰＴＡからも是非ご出席いただきたい。 

 ⑥教育支援課より 

  ・津久戸小地域協働学校のキャッチフレーズはとても素晴らしいと感じた。また様々な形で保護者や地域の方々

にアピールを行っていただいており大変ありがたい。今後とも何卒よろしくお願い致します。 

 

 

出席者 

川端喜美、高梨昌代、丸山勝子、林 天延、大塚 香、松田和繁、八田瑞穂、 

内藤徳子（副校長）、滝上康之（主幹教諭）、大井裕達（教務主任）、教育支援課事務局（森修二先生）、 

書記（櫻井真弓 PTA 副会長） 

 

地域協働学校運営委員会メンバー 

代 表  中井啓之（卒業生、元 PTA 会長） 

副代表  川端喜美（青少年育成委員会、総務部長） 

委 員  高梨昌代（スクールコーディネーター） 

      奈須野稔久（赤城元町前町会長） 

      丸山勝子（箪笥町地区民生児童委員） 

      林 天延（PTA 会長） 

      小川恭伸（元 PTA 会長） 

      大塚 香（東五軒町児童館・学童クラブ・地域交流館 総合館長） 

      松田和繁（株式会社熊谷組 CSR 推進室 CS 推進グループ長） 

      八田瑞穂（校長） 

 

地域協働学校運営委員会はすべて公開です。どなたでも傍聴や見学をすることができます。 


